
Ａ. 研究目的

我々はスモン患者の主観的 QOL を評価する目的で

日常生活満足度 (Satisfaction in Daily Life：SDL)1)

評価表を平成 10 年に作成し､ スモン検診の際に応用

的生活動作 (Frenchay Activities Index：FAI)2) とと

もに活用している｡ SDL に関与する因子として感覚

障害と基本的 ADL があることを報告している3)が､

同一患者の経年的変化は検討していない｡ 今回は過去

17 年間の経過から SDL や FAI に影響する因子を明ら

かにすることを目的に､ SDL と FAI の合計とその評

価領域に関して比較検討した｡

Ｂ. 研究方法

過去 17 年間でスモン検診を受診した回数の多い 6

名を抽出し SDL､ FAI の経年的変化を調査した｡ 各

評価値の合計が低下した際にどの評価領域が影響した

かを検討するために､ 症例ごとに合計の低値のピーク

を示した年次を 1～2 カ所抽出した｡ 評価領域に関し

ては SDL では健康領域 (健康状態､ 身の回りのこと

ができること､ 移動､ 趣味への参加)､ 精神領域 (心

身状態､ 配偶者や家族との関係)､ 生活領域 (家庭内

の仕事､ 住みよい住居)､ 経済領域 (貯蓄､ 職業)､ 交

流領域 (社会的交流) の 5 項目とし､ FAI では室内家

事 (食事の準備・片付け､ 洗濯､ 掃除､ 力仕事)､ 室

外家事 (買い物､ 庭仕事､ 車の手入れ)､ 戸外活動

(外出､ 屋外歩行､ 交通機関の利用､ 旅行)､ 趣味 (趣

味活動､ 読書)､ 仕事の 5 項目とした｡ さらに､ 低下

した領域に関しては､ 各評価領域の下位項目や個人票

の他の項目から詳細を調査した｡ 評価領域の変化は 2

点以上の変化を低下と判断した｡

(倫理面への配慮)

スモン健診の際に被験者には健診で得られたデータ

を研究に利用して良いか確認しており､ 同意が得られ

た方を対象としている｡ さらに個人を特定することが

できる情報については一切使用していない｡

Ｃ. 結果

6 名の患者の性別､ 最終受診時の年齢について表 1

に示した｡ 男性 3 名と女性 3 名であり､ 平均年齢は

77.2±6.5 歳だった｡

1 . SDL

SDL 合計値は全員で低下した年次 (図 1の�) を

認めた｡ 3 名が 1 回の低下した年次を認め､ 他の 3 名
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肢の筋力低下や筋萎縮､ 感覚障害といった健康領域の低下や､ 健康面や介助者に対する不安

などの精神領域と生活領域の低下が考えられた｡ また､ FAI の低下に関与していたのは全症

例で戸外活動が挙げられ､ 女性や独居の男性では家事動作であった｡ 健康面への配慮だけで

なく身体機能向上のための工夫や生活指導､ 精神的ケアを含めた支援が必要である｡



は 2回の低下した年次を認めた｡ 低下した年次に影響

した評価領域を以下に示す｡

1 ) 健康領域 (図 1)

男性は 3 名全員で SDL 合計が低下した年次に健康

領域が低下していた｡ 女性は症例 E､ F は同様の変化

だったが､ 症例 D は健康領域の低下はなく､ むしろ

増加を示した｡ 個人表で詳細を調査すると､ 同時期に

症例 B, C は下肢の筋萎縮､ 筋力低下の増悪､ 症例 C,

E は感覚障害の増悪を示していた｡

2 ) 精神領域 (図 2)

男性の症例 A, C と女性全員が SDLの低下と同時期

に精神領域が低下していた｡ 個人票では症例 C では

同時期に妻との死別があり､ 症例 E では夫の介護に

対する不安を認めた｡ また､ 症例 D では精神領域の

低下が SDL全体の低下に最も影響していた｡

3 ) 生活領域

男性 3 名と女性症例 F では SDL が低下した年次に

生活領域が低下した｡ 女性症例 E では低下した年次

と増加した年次を認めた｡ 個人票で詳細を調査すると

症例 B では同時期に階段昇降や入浴に介助を必要と

していた｡

4 ) 経済領域

症例 A, B, D で SDL が低下した同時期に経済領域

が低下を示したが､ 全体的に合計値への影響は少なかっ

た｡

5 ) 交流領域

SDL が低下した年次と交流領域の低下した年次の

― 247 ―

表 1 対象者のプロフィール

症例 性別

A 男性

B 男性

C 男性

D 女性

E 女性

F 女性

図 1 SDL合計と健康領域の推移

図 2 SDL合計と精神領域の推移

図 3 FAI 合計と室内家事の推移

図 4 FAI 合計と戸外活動の推移

図 5 FAI 合計と趣味の推移



関連性は明らかではなかった｡

2 . FAI

FAI 合計は全員で低下した年次 (図 3の�) を認め

た｡ 男性 3名が 2回の低下した年次を認め､ 残りの女

性 3名は 1回の低下した年次を認めた｡ 低下した年次

に影響した評価領域を以下に示す｡

1 ) 室内家事 (図 3)

症例 A, C, D, E では FAI が大きく低下した時期に

室内家事の低下を認めた｡ 個人調査票の他の項目を調

査すると男性では力仕事が低下したのに対し､ 女性で

は力仕事以外の項目での低下を認めた｡ 独居である男

性症例 C や女性では室内家事動作の点数が FAI の低

下に最も影響していた｡

2 ) 室外家事

症例 A, C, E では FAI が低下した同時期に室外家事

が低下した｡ 症例 B, D, F では FAI 低下への影響は少

なかった｡

3 ) 戸外活動 (図 4)

全症例で FAI が低下した同時期に戸外活動の低下

を認めた｡ 個人票による調査では症例 F では同時期

に平地歩行の介助を要していた｡ 戸外活動の項目につ

いて詳細に調査すると症例 A, B, E では外出の項目で

低下を認めており､ 症例 C では屋外歩行の項目が低

下していた｡

4 ) 趣味 (図 5)

男性全員で FAI が低下した時期に趣味が低下して

いた｡ 個人票の調査では症例 C では同時期に妻の介

助を行っており低下を認めた｡

5 ) 仕事

仕事との関連性はみられなかった｡

Ｄ. 考察

SDL 合計の低下時に健康領域､ 生活領域､ 精神領

域が低下している症例が多かった｡ 健康領域の低下は

筋力低下や感覚障害の関与の可能性がある｡ 健康領域

の低下の背景として､ 健康面への不安に加えて加齢に

よる老老介護への不安などが考えられた｡ 精神領域の

低下が主な影響因子である症例もみられている｡ SDL

はスモン重症度と有意な相関があると平成 18 年に報

告4)しており､ 低下した項目については特に配慮 (精

神的ケアや介護サービス) が必要である｡

FAI 合計の低下時に戸外活動の低下を全例で認め､

特に外出や屋外歩行の項目で低下が目立った｡ 男性で

は趣味活動の低下が影響していた｡ 身体機能維持のた

めの屋外歩行訓練を目的とした訪問リハビリや外出を

促すためのデイケア等のサービスの利用も検討すべき

である｡ また､ 女性や独居の男性では室内家事の低下

が影響因子であった｡ これは家事のサポートを含む居

宅介護支援サービスの利用も有効であると考えられる｡

Ｅ. 結論

SDL と FAI の過去 17 年間の経年的変化を調査し､

それぞれの低下に影響した要因について検討した｡

SDL の低下に影響したのは下肢筋力低下や感覚障害

の増悪など健康領域や健康面や介助者への不安による

精神領域､ 生活領域が考えられた｡ FAI の低下に影響

したのは全症例で戸外活動であり､ 女性と独居の男性

では家事動作が最も関連していた｡
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